
26

○

○

その他
コピー使用料、会場使用料、明
石本のまち基金積立金等 449

合計（Ａ） 6,159 合計（Ｂ） 11,315

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 5,156

主な
理由

明石まちなか図書館の実施による委託料の増額等のため

令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

金額

960

需用費
消耗品及び印刷製本費、保育絵
本士に係る絵本代等 1,753 需用費

消耗品及び印刷製本費、移動図
書館車庫光熱水費等 1,660

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
移動図書館車庫機械警備委託、
広報あかし特別号折込委託等 1,232 役務費

資料点訳手数料等
483

備品購入費
読書バリアフリー対応機器購入
費等 800 委託料

移動図書館車庫機械警備委託、
明石まちなか図書館業務委託等 5,992

その他
イベント実施における人材派遣
費・会場使用料等 394

03当初予算 538 0

0.50

2.80

26,319

31,475

旅費
本のまち明石推進ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰと
の協議、講師旅費等 800 旅費

4,800

内容

あかし保育絵本士講師旅費等、
視察等旅費

26,137

内容 金額

報償費
講師謝礼等

1,180 報償費
あかし保育絵本士講師謝礼等

1,771

区分（節）

事業のコスト
（単位：千円）

財源内訳

国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

2.30

0.00

01決算 687 0 10,000 16,084

02当初予算 0 0 13 26,306

令和２年度
人員配置（人）

正規

再任用

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
「やさしいまち」「教養・文化の薫り高いまち」として明石の魅力を一層高めるため、あかし市民図書館を核として、いつでも、ど
こでも、だれでも、手を伸ばせば本に届くまちづくりを進める。

事
業
内
容

①あかし保育絵本士養成講座（基礎コース）の実施
　　【令和元年度実績】　認定者数 18名（うち公立7名、私立11名）
　　【令和2年度見込】　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため講座中止
　　【令和3年度見込】　認定者数 20名
②あかし保育絵本士養成講座（応用コース）の実施
　　【令和元年度実績】　認定者数 15名（うち公立7名、私立8名）
　　【令和2年度見込】　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため講座中止
　　【令和3年度見込】　認定者数 10名
③読書バリアフリー環境の整備
　　【令和元年度実績】　あかし市民図書館内へのユニバーサルスペースの設置
　　【令和2年度見込】　市立西部図書館への音声読み上げ器の新設及び拡大読書器の更新
　　【令和3年度見込】　市立西部図書館への読書バリアフリーコーナーの設置、老人保健施設等への図書の宅配サービス開始
④あかし本のまち大使の任命（令和元年6月11日）
　明石市出身で芥川賞作家の上田岳弘氏を「本のまち大使」に任命。
⑤明石市本のまち基金の設立
　一般財団法人公立図書館助成会からの寄付金を原資に設立。（令和2年1月26日寄附金受領）
⑥周年記念イベント等の実施
⑦明石まちなか図書館の実施（令和2年度～令和4年度）
　ＳＤＧｓを踏まえ、信金中央金庫による企業版ふるさと納税を活用し、日新信用金庫と連携した「まちなか図書館」事業を開始する。

成果指標
指標名 考え方・定義・式

2-5 生涯学習の推進
実施方法

直営 補助・助成 その他

個別計画 （仮称）市民図書館整備基本計画 委託 指定管理

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 平成 年度

目 社会教育総務費
根拠法令
・要綱等

社会教育法、図書館法、子どもの読書活動の推
進に関する法律、文字･活字文化振興法、視覚
障害者等の読書環境の整備の推進に関する法
律

事業 本のまち明石推進事業

施策分野
2 教育・文化分野

事務事業名
本のまち明石推進事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0107450000-001

予算所管課 政策局本のまち推進室
連絡先 (078)918-5209

令和３年度 予算事業説明シート

任期付

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

その他

合計0.00

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

13,731

6,159

11,315

13,040

20,160

20,160

26,771 0.00

目標年次 単位 目標値

本の貸出冊数
あかし市民図書館、西部図書館、移動図書館、学校図書館等の貸出
冊数合計

令和３年度 冊 3,000,000

SDGs（１７の目標）　
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

○ ○

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○ ○
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○

合計（Ａ） 386,290 合計（Ｂ） 401,343

予算増減
(Ｂ)-(Ａ) 15,053

主な
理由

図書館サーバー更新による指定管理料の増額等のため

指定管理料
394,443

備品購入費
読書バリアフリー対応機器等購
入費 800 備品購入費

市立西部図書館読書バリアフ
リーコーナー用備品購入費 2,000

内容 金額

需用費
ブックセカンド絵本代等

5,490 需用費
ブックセカンド絵本代等

4,900令
和
２
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節） 内容 金額

令
和
３
年
度
当
初
予
算
事
業
費
明
細

区分（節）

委託料
指定管理料

380,000 委託料

1,003 396,549 任期付 0.00 合計 2.7003当初予算 401,343 19,540 420,883 3,331 20,000

935 404,895 再任用 0.00 その他 0.5002当初予算 386,290 19,540 405,830 0 0

1,109 375,461 正規 2.20 ｱﾙﾊﾞｲﾄ 0.0001決算 367,507 9,360 376,867 297 0

事業のコスト
（単位：千円）

事業費
人件費

（参考値）
総事業費
（参考値）

財源内訳 令和２年度
人員配置（人）国・県支出金 地方債 その他特定財源 一般財源

○ ○

⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰

○

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫① ② ③ ④ ⑤ ⑥
SDGs（１７の目標）　

事
業
内
容

①指定管理者による管理運営
　あかし市民図書館を「本のまち明石」の推進の核施設とし、指定管理者と連携しながら取組を進める。
　・指定管理者：TRC・長谷工・神戸新聞グループ（　（代表）㈱図書館流通センター、（構成）㈱長谷工コミュニティ、㈱神戸新聞地域創造）
　・指定期間：平成27年4月1日～令和4年3月31日（7年間）
　　※令和6年3月31日まで延長予定。
　・運営状況：
　　【令和元年度実績】　登録者数 92,636人、貸出冊数 2,421,255冊（主な取組：西部図書館開館20周年イベントの実施）
　　【令和2年度見込】　登録者数 99,000人、貸出冊数 1,927,000冊（主な取組：絵本の宅配便事業の実施）
　　【令和3年度見込】　登録者数 100,000人、貸出冊数 2,500,000冊（主な取組：あかし市民図書館における開館時間の延長（予定））
　　※令和2年度見込及び令和3年度見込の貸出冊数には、電子書籍及び放課後ブックサークルの実績を含む。

②ブックスタート事業（４か月児）・ブックセカンド事業（３歳６か月児）の実施

③放課後ブックサークル事業
　　【令和元年度実績】　総貸出冊数 21,616冊
　　【令和2年度見込】　総貸出冊数 23,520冊
　　【令和3年度見込】　総貸出冊数 23,520冊

あかし市民図書館、西部図書館、移動図書館の貸出冊数の合計 令和３年度 冊 2,500,000

来館者数 あかし市民図書館と西部図書館の来館者数合計 令和３年度 人 1,250,000

事
業
の
目
的
・
目
標

目的（誰を・何を、どういう状態にしたいのか）
図書館を本のまちの核施設として位置付け、図書館サービスの充実・向上を図り、施設設備の維持管理を含めた指定管理
者による図書館の適正かつ円滑な管理運営を行うとともに、市民の教養、調査研究、レクリエーション等生涯学習活動に資
することを目指す。
成果指標

指標名 考え方・定義・式 目標年次 単位 目標値

貸出冊数

直営 補助・助成 その他

個別計画 あかし教育プラン 委託 指定管理

目 図書館費
根拠法令
・要綱等

図書館法,明石市立図書館条例・同施行規則,地
方自治法,明石市公の施設に係る指定管理者の
指定手続き等に関する条例

事業 図書館運営事業

施策分野
2 教育・文化分野

2-5 生涯学習の推進
実施方法

関
連
予
算
科
目

会計 一般会計 事業所管課

款 教育費 連絡先

項 社会教育費 自治/法定 自治事務 開始年度 昭和 年度

令和３年度 予算事業説明シート

事務事業名
図書館運営事業

新規/継続 継続事業
事務事業の総点
検の整理番号 0107450000-002

予算所管課 政策局本のまち推進室
連絡先 (078)918-5209


	本のまち推進室

